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２０２０年１１月９日 日本鉄道労働組合連合会 

第７４回ＪＲ連合国会議員懇談会を開催 

厳しい状況を乗り越えるため連携強化を確認！ 
～固定資産税をはじめとする公租公課の負担軽減と、 

 ＪＲ二島・貨物経営自立にむけた支援の実現をめざす～ 

ＪＲ連合は 11 月５日、榛葉賀津也会長（参・静岡県）をはじめとするＪＲ連合国会議員

懇談会所属議員とともに第 74 回ＪＲ連合国会議員懇談会を開催し、ＪＲ産業を取り巻く

状況の共有化と当面の取り組

みについて意見を交わした。 

冒頭、挨拶に立った榛葉会長

は、「ＪＲ産業は極めて厳しい

状況に陥っている。こうした時

だからこそ、我々と皆さんが力

を合わせて取り組んでいくこ

とが必要である。次年度予算及び税制改正におけるＪＲ連合が掲げる要望事項の実現に向

けて、我々議員も皆さんとともに国交省をはじめ各省庁に対して働きかけていきたい」と

力強く述べるとともに、「重要な局面を乗り越えるためにも、これまで以上にＪＲ産業労

使が一枚岩で取り組むべきである」との認識を示した。 

続いて、荻山市朗ＪＲ連合会長は「新型コロナウイルス感染症によりＪＲ産業は未曽有

の危機に直面している。こうした状況を乗り越えるために、各社企業労使が精一杯の自助

努力を重ねているが、企業労使の努力だけでは対処できない領域について、政府に対し今

次予算・税制改正における支援を要請させて頂いた。国土交通省では、我々の要請を受け

止め、次年度要望事項に反映頂いたところ。加えて、これも佳境を迎えているＪＲ二島・

貨物会社の経営自立実現にむけた取り組みについても前進させていかなければならない。

これらを実現するために、議員懇をはじめＪＲ連合を支援頂く国会議員の皆さんとさらな

る連携を図るとともに、榛葉会長ご指摘の通り、ＪＲ産業労使がこれまで以上に一致連携

して対処すべく、ＪＲ連合として能動的に働きかけていきたい」と述べた。 

協議事項では、ＪＲ産業全体に関わる課題、及びＪＲ北海道、ＪＲ四国及びＪＲ貨物に

対する支援措置ならびに今後の経営自立に向けた道筋を踏まえた次年度予算及び税制改

正に関わる今後の取り組みを議論し、参加者全員で意思統一を図った。 

今後もＪＲ連合を支援頂く議員と連携を図り、ＪＲ産業が抱える課題の解決に向け取り

組んでいく。 


